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平成28年度  歳入・歳出予算

開 催 日 時 平成28年10月２日（日）～ 平成28年10月３日（月） 

開 催 場 所 日光千姫物語 ハイキングコース 中禅寺湖畔

第 58 回

男体山のふもとに広がるのどかな湖畔と
 紅葉の美しい景観が楽しめます。

皆様のご参加を心よりお待ちしております。
※詳細が決まりましたら、別途郵便物でお知らせいたします。

　今年のハイキングは、日光国立公園を代表する美しい湖・中禅寺湖
を予定しています。
　奥日光の入り口に位置する中禅寺湖は、海抜高度1,269mと日本屈
指の高さを誇る湖で、およそ２万年前に男体山の噴火による溶岩で渓
谷がせき止められ、原形ができたといわれています。
　この噴火によってできた溶岩の上を210mにわたって流れ落ちる

「竜頭の滝」を目指してウォーキングするプランです。滝つぼ近くが大
きな岩によって二分され、その様子が竜の頭に似ていることからこの名
がついたといわれています。

歳入 歳出

歳出合計 6,375,428 千円歳入合計 6,375,428 千円

その他収入
145,158千円
2.2%

国民健康保険料
3,836,922千円
60.3%

国庫支出金
1,393,348千円

21.8%

繰入金
300,000千円

4.7%

繰越金
700,000千円

11.0%

保険給付費
3,107.302千円
48.7％

後期高齢者支援金
1,121,100千円

17.6%

前期高齢者納付金
220,100千円

3.5%

介護納付金
572,000千円

9.0%

保健事業費
321,716千円

5.0%

総務費
145,845千円

2.3%

その他
117,465千円
1.8%

予備費
769,900千円
12.1%

※昨年度からの事業変更はありません。
　事業内容は当組合ホームページをご覧ください。（http://www.ka-z-kokuho.or.jp）

理事長  中澤  護朗
　平成28年度のスタートにあたり一言ご挨拶申し上げます。
　去る、1月25日に第167回理事会、2月10日に140回組合会を開催し、予算案を含む重要議案を
承認可決していただきました。組合会議員そして理事の皆様には補助金の削減による財政の悪化
を含む難しい案件でしたが、補助金削減の理由、支出の見直し等々の活発な質問と、貴重なご意
見等、ご協力をいただいたことをお礼申し上げます。

　さて、本年度も最優先事項は治療より予防です。

　税理士国保組合の役割とはなんだろう？ むかし、私の頭のなかでは国保の役割とは被保険者の
皆様が体調を崩し病院に行き治療費の30％を支払う、国保組合が70％を負担するということで、
国保組合の運営を主体に考えていましたが、いまは、主体は被保険者であり、その主体たる被保険
者の健康管理を念頭に置き運営することが国保組合の役割と思っています。予防という健康管理
をしっかりと取入れた結果、万が一病気になり病院に掛かったとしても病状の軽いうちに対処する
ことで、本人の負担はもとより療養給付費の大幅な削減にもつながると確信しています。
　病院に行き、辛い思いをしたり、「自分は健康だから」という自己判断で行く必要がないと思い、つい
足が遠のいた結果、症状が悪くなり1日で治るものが10日間かかったとか、重篤化して命にかかわる
ような大変な思いをしたという話を見聞きします。予防＝健康管理においては、組合に加入してい
る、していない、を問いません。当組合は税理士そしてその職員と家族で構成していますが、税理
士会全体の問題として取り組みたいと考え、病院に行きづらい思いをする前にぜひ人間ドックや特
定健診を受診し先手先手で心身の管理を心掛けていただければと念じます。そのためにも財政状
況の非常に悪いなかですが、保健事業を今以上に充実し皆様の健康管理のお手伝いをさせてい
ただく所存であり、無駄遣いとのお叱りとともにご理解をいただければ幸いです。
　しかし、保健事業の詳細を組合員の皆様が理解していないのが現状です。人間ドック、特定健
診そして巡回健診、傷病手当金、保養所利用の補助金、インフルエンザ等の予防接種補助金な
ど、健康管理のうえで有意義な補助制度を実施していますが、これを知らない人が多数見受けられ
るのが残念でなりません。特に職員そして家族の方に多く見受けられ、治療より予防を声高に言う
まえに、その浸透を図る手段を支部国保長を中心に考慮したいと思っています。
　その他の課題としては、組合組織の整備と機能の活性化を図る、税理士会及び同県連との連携
を図る、それをふまえ規約規程等の整備、変更等を検討し一層強化し充実することが急務だと考え
ています。
　組合運営に当たり非常に厳しいときです。皆様のご協力なしでは運営できません。ご指導、ご鞭
撻をお願いして新年度の挨拶とします。

新年度のご挨拶
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